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■ コメント 
・第 24週は、手足口病の定点当たり報告数が 6.39となり、大きな流行が発生または継続しつつあ
るとされる警報レベルの基準値（1 医療機関当たりの報告数 5）を超えました。手足口病は、子
どもを中心に主に夏に流行します。軽い発熱に始まり、感染後 3～5 日後に、口の中や手足に水
疱性発疹が出ます。多くは数日間のうちに治ります。感染しても発病せずに、ウイルスを排泄し
ている場合があります。有効なワクチンはないため、石けんと流水で十分に手を洗う、タオルを
共用しない、排泄物（おむつ等）を適切に処理する等の感染予防策を心がけましょう。 

・福岡県感染症情報ホームページ(https://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、
感染症発生情報、病原体検出情報などをご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 19  420  275  6,557  

腸管出血性大腸菌感染症 1  56  63  754  

Ｅ型肝炎 1  5  11  237  

Ａ型肝炎 1  5  2  73  

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 4  53  25  830  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1  41  32  1,019  

侵襲性肺炎球菌感染症 2  61  53  1,314  

水痘（入院例） 1  11  6  203  

梅毒 24  348  222  5,897  

百日咳 2  33  26  398  

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 867  4.38  1.06  19,719  3.99  

インフルエンザ 36  0.18  0.75  861  0.17  

ＲＳウイルス感染症 283  2.36  1.03  4,308  1.37  

咽頭結膜熱 99  0.83  0.95  2,798  0.89  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

（警報レベル） 
916 7.63 0.78 15,322 4.87 

感染性胃腸炎 686  5.72  0.86  15,276  4.86  

水痘 36  0.30  1.29  671  0.21  

手足口病（警報レベル） 767  6.39  1.42  12,037  3.83  

伝染性紅斑 6  0.05  0.86  270  0.09  

突発性発しん 56  0.47  0.92  1,062  0.34  

ヘルパンギーナ 72  0.60  1.00  2,024  0.64  

流行性耳下腺炎 13  0.11  4.33  215  0.07  

急性出血性結膜炎 1  0.04  - 25  0.04  

流行性角結膜炎 2  0.08  0.22  569  0.82  

細菌性髄膜炎 0  0.00  - 12  0.02  

無菌性髄膜炎 1  0.07  - 19  0.04  

マイコプラズマ肺炎 10  0.67  1.67  120  0.25  

クラミジア肺炎 0  0.00  - 2  0.00  

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 1  0.07  1.00  16  0.03  

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 

がん感染症疾病対策課感染症対策係 

担当 中山 長藤 
直通：０９２－６４３－３５９７ 
内線：３０６６ 

                          福岡県感染症情報センター 

     ：警報レベル        ：注意報レベル 


